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目的　 筆者は， こ れまで に， 天 保期長州 藩の地 誌で あ る り

期飛騨 地方の 地誌であ る『 斐太後風土 記ｊ を基 礎資料とし て，当 時の食 料と栄 養に関 する

研究を 行ってき た。そ こで， 今回は， 長州 藩と飛 騨地方の 食料 と栄養 につ いて， 比較検 討

する とともに.    19世 紀 中葉 の日本 の食生活 を明ら かにし たい。

方 法　 すで に報告し たよう に，『 防長風 土注進 案』 と『 斐太 後風土 記ｊ に記 載さ れた食

用産 物を デ ータベ ース化し， それ ぞれの食 料を分 類， 単 位の換 算を行い， 個 々の食料 につ

い て総生 産量を 算 出した。さ らに， 移出入 を考慮 にい れて ，1 人 １日あ たり食 料供給 量お

よび栄 養素等 供給量を 算出し た。 そこで， 天保期 長州藩 と明治初 期飛 騨地方 の食料お よび

栄養 状況を比 較検討し た。

結果　 ①穀 類は，長 州藩で は， コメ， ムギ， 飛 騨地方で はコ メ， ヒエ が主体で あ った。

②長州 藩では イモ 類， 飛騨 地方は 堅果類 の利用か さか んで あっ た。 ③ 野菜類は， 長州 藩で

はダイ コンをは じ め供給量 が多 か ったが， 飛騨地 方は少な かっ た。 ④長州 藩で は クジラ・

海藻 類の利 用か特 徽であ った。な お， こ れらの大 きな 原因 は地 域差と 考え ら れた。

栄 養素等供 給量は， 無機質， ビ タミン類 におい て， 長州 藩のほ うか多 く， とくにイ モ類

， 野菜 類の供 給量 が多 いた めと考え ら れた。しかし なが ら，両者 はと もに,    19世 紀 中葉の

日本 の食生 活の特 徴として， 穀類 に依存し,   動 物 性食品 の占め る比率 か小 さく， 脂質 か少

なく，カ ル シウムの 不足し た食事であ るこ とが わかっ た。


